
 

第１章 令和元年東日本台風の概要と被害の概要 
 
第１節 台風の概要と特徴 

月６日３時に南鳥島近海で発生した台風第 号は急速に発達し，猛烈な勢力を維持したまま北西へ進み，

日 時には父島の西南西で非常に強い勢力に変わって北上を続け， 日 時前に大型で強い勢力で伊豆半島

に上陸した。台風はその後も勢力を維持したまま北東へ進み，関東地方から福島県を通過して 日明け方には

宮城県沖に抜け，その後北海道の南東海上で温帯低気圧となった。

宮城県では，東北南部に停滞していた前線の影響で， 月 日から雨が降り出し，台風の北上により前線の

活動が活発になった 日昼過ぎからは激しい雨となった。その後台風の接近・通過に伴い， 日夕方から 日

未明にかけては非常に激しい雨となり，局地的には猛烈な雨となった。 月 日 時から 日９時までの総雨

量は，宮城県の広い範囲で 以上の大雨となり，丸森町筆甫 ，丸森 ，石巻市雄勝 ，

仙台 と 月１か月分の平年値の２～３倍の雨量となった。この大雨について，仙台管区気象台では，

日 時 分から 日５時 分にかけて，順次，県内各市町村に対して大雨特別警報を発表した。

また，台風の接近に伴って海上を中心に 日昼過ぎから風が強まり，夕方からは非常に強い風となった。最

大風速は，女川町江ノ島で 日 時 分に ，石巻で 日 時 分に と非常に強い風を観測し

た。海上や海岸では，台風からのうねりの影響で 日から波が高くなり， 日未明から明け方は９ を超える

猛烈なしけとなった。

気象庁では，顕著な災害をもたらした自然現象として，後世に経験や教訓を伝承することを目的に，この台

風の名称を「令和元年東日本台風」と定めた。

 

図１－１－１ 台風経路図 図１－１－２ 期間降水量分布図
（ 月 日 時～ 月 日９時）

１ この記録誌では，令和元年東日本台風に伴う初動・応急対応について，原則として発災から３か月

（令和元年 月 日）時点での情報や状況を記録している。ただし，文中において時点が記載されて

いる場合は，この限りでない。

２ 本文中で使用する語句等については，特に断りのない限り，次のとおりとする。

・ 「東日本台風」：「令和元年東日本台風」の略

・ 「県」：「宮城県」の略

・ 「知事」：「宮城県知事」の略

・ 「県庁」：「宮城県庁」の略

・ 「県災害対策本部」：「宮城県災害対策本部」の略

・ 「本部事務局」：「宮城県災害対策本部事務局」の略

・ 「地方支部・地域部」：「宮城県災害対策本部地方支部・地域部」の略

・ 企業名・団体名の表記

（株）：「株式会社」の略

（公財）：「公益財団法人」の略

（公社）：「公益社団法人」の略

（一社）：「一般社団法人」の略

学校法人，国立大学法人，公立大学法人，特定非営利活動法人等については，原則として表記を省

略している。

・ 年の表記：年を省略しているものは原則「令和元年度」の事象とする。

・ 時刻の表記： 時制とする。 （例）午前７時は７時，午後 時は 時

・ 役職，企業，施設等の表記：原則，「令和元年東日本台風」に係る災害対応時のものとする。

各名称（活動名，法律名，企業名，施設名等）については，原則として初出箇所で定義し，以下，略

称で記述している。

令和元年東日本台風 宮城県の災害対応の記録とその検証 について
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第２節 被害の概要 
１ 被害の概要と特徴

人的，住家・非住家被害

本県では，記録的な大雨により河川の氾濫や堤防の決壊などが相次ぎ発生し，洪水や土砂災害などによ

る犠牲者の発生や土砂災害や浸水などの建物被害が多く発生した。

人的被害は 市町において死者・行方不明者 人，負傷者 人となった。特に丸森町では死者・行

方不明者あわせて 人もの犠牲者が発生し，本県の犠牲者の半数を占める被害となった。

住家被害は 市町村において 棟，非住家被害は５市町において 棟となった。特に丸森町で

は全壊・半壊が 棟を超える被害が発生しており県内で最も甚大な被害となった。

表１－２－１ 市町村別被害状況 単位 人的被害：人，住家・非住家被害：棟

種別

市町村

人的被害 住家被害 非住家被害

死者
行方

不明者

負傷者
全壊 半壊

一部

破損

床上

浸水

床下

浸水

公共

建物
その他

重傷 軽傷

仙台市

石巻市

塩竈市

気仙沼市

白石市

名取市

角田市

多賀城市

岩沼市

登米市

栗原市

東松島市

大崎市

富谷市

蔵王町

七ヶ宿町

大河原町

村田町

柴田町

川崎町

丸森町

亘理町

山元町

松島町

七ヶ浜町

利府町

大和町

大郷町

大衡村

色麻町

加美町

涌谷町

美里町

女川町

南三陸町

合計

（令和２年３月 日，令和元年台風第 号及び 月 日低気圧による災害に係る被害状況等について，宮城県記者発表資料）

※数値については，今後増減する場合あり 

 

表１－１－１ 各地点の期間降水量（ 月 日 時～ 月 日 時）

観測地点 市町村
降水量

単位：
観測地点 市町村

降水量

単位：

筆甫 丸森町 泉ケ岳 仙台市

丸森 丸森町 桃生 石巻市

仙台 仙台市 米山 登米市

雄勝 石巻市 蔵王 蔵王町

白石 白石市 石巻 石巻市

女川 女川町 東松島 東松島市

岩沼 岩沼市 古川 大崎市

大衡 大衡村 江ノ島 女川町

名取 名取市 築館 栗原市

塩釜 塩竈市 気仙沼 気仙沼市

加美 加美町 新川 仙台市

鹿島台 大崎市 駒ノ湯 栗原市

亘理 亘理町 川渡 大崎市

志津川 南三陸町 鴬沢 栗原市
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２ 被害額

本県では約 億円もの被害が発生し，県内全ての市町村で被害を受けた。特に農業関係施設と公共土

木施設・交通基盤施設を合わせた被害は全体の約 ％を占める被害となった。

被害額については，東日本大震災，宮城県沖地震に次いで３番目に多い被害額となった。（１月 日時点。

宮城県災害年表より）

表１－２－４ 東日本台風における被害額 単位：千円

（令和２年３月 日，令和元年台風第 号及び 月 日低気圧による災害に係る被害状況等について，宮城県記者発表資料）

 

項目 金額 概要

保健医療・福祉関係施設

医療機関等

民間等社会福祉施設

その他（県有施設等） 保健衛生施設等

合計

商工観光業関係施設

観光関係

商業関係

工業関係

その他（県有施設等） 商工振興センター等

合計

農業関係施設

農業関係

畜産関係

その他（県有施設等） 農業大学校，農業・園芸総合研究所等

合計

水産林業関係施設

水産業関係

林業関係

その他（県有施設等） 水産技術総合センター等

合計

公共土木施設・交通基盤施設

鉄道 ―
宮城・福島両県合計９億円（県別の金額は公表
していない）

道路（橋りょうを含む）

河川（ダムを含む）

海岸

港湾

砂防施設

上水道

下水道

その他（県有施設等） 県・市町村都市公園等

合計

文教関係施設

公立学校施設

私立学校施設

その他文教施設 社会教育施設，宮城大学等

合計

廃棄物処理・し尿処理関係施設

その他の公共施設等（県有施設） 合同庁舎，県有地，県営住宅等

被害額合計 鉄道の被害額は含まれていない

※数値については，今後増減する場合あり 

 

ライフライン

浸水や土砂災害などにより水道施設や配電設備等が被害を受け，一部地域において供給障害などの被害

が発生した。

表１－２－２ ライフラインの被害

区 分 被害状況 復旧状況

市町村水道 県内７市町で約 戸供給支障 月 日復旧

広域水道
水道施設等の被災は発生したが，断水に

は至らなかった。
―

下水道
県内 市町村で施設被害は発生した

が，処理支障には至らなかった。
―

ガス
数件の一時供給停止は発生したが，大規

模な供給支障には至らなかった。
―

電気 延べ 戸停電 月２日復旧

電話
回線が影響を受けた。

（局舎自体に被害はなく，機器水没等による被害が多数）
故障依頼の都度対応を行ったもの。

※電話は東日本電信電話（株）宮城支店の固定電話・ひかり電話について故障手配受付件数を掲載

道路

多くの道路で冠水や崩落等による交通規制や道路被害が発生した。冠水や法面の崩れ等に伴い，一般国

道で か所，主要地方道で か所，一般県道で か所の道路において交通規制が行われた。また，欠壊

や崩壊などによる道路被害は県管理道路で 路線， か所，市町村管理道路で 路線， か所にお

いて被害が発生した。

河川

阿武隈川や吉田川の流域での降水量が観測史上１位を更新する記録的な大雨となった。河川の氾濫や堤

防の決壊などによる洪水や土砂災害により，県管理河川においては， 河川 か所の施設被害があ

り，決壊河川は 河川 か所であった。市町村管理河川においては， 河川 か所の施設被害が発生

した。

なお， 河川 か所全ての決壊河川については， 月８日までに応急仮復旧が完了している。

表１－２－３ 県管理河川の決壊状況

河川名 決壊箇所数 応急仮復旧日 河川名 決壊箇所数 応急仮復旧日

内川 月５日 渋井川 月 日

新川 月５日 名蓋川 月 日

五福谷川 月５日 照越川 月 日

高倉川 月８日 荒川 月 日

半田川 月４日 熊谷川 月 日

斎川 月８日 瀬峰川 月 日

砂押川 月 日 石貝川 月 日

身洗川 月 日 富士川 月 日

小西川 月 日 水沼川 月 日

（令和２年３月 日，令和元年台風第 号及び 月 日低気圧による災害に係る被害状況等について，宮城県記者発表資料）
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（局舎自体に被害はなく，機器水没等による被害が多数）
故障依頼の都度対応を行ったもの。

※電話は東日本電信電話（株）宮城支店の固定電話・ひかり電話について故障手配受付件数を掲載

道路

多くの道路で冠水や崩落等による交通規制や道路被害が発生した。冠水や法面の崩れ等に伴い，一般国

道で か所，主要地方道で か所，一般県道で か所の道路において交通規制が行われた。また，欠壊

や崩壊などによる道路被害は県管理道路で 路線， か所，市町村管理道路で 路線， か所にお

いて被害が発生した。

河川

阿武隈川や吉田川の流域での降水量が観測史上１位を更新する記録的な大雨となった。河川の氾濫や堤

防の決壊などによる洪水や土砂災害により，県管理河川においては， 河川 か所の施設被害があ

り，決壊河川は 河川 か所であった。市町村管理河川においては， 河川 か所の施設被害が発生

した。

なお， 河川 か所全ての決壊河川については， 月８日までに応急仮復旧が完了している。

表１－２－３ 県管理河川の決壊状況

河川名 決壊箇所数 応急仮復旧日 河川名 決壊箇所数 応急仮復旧日

内川 月５日 渋井川 月 日

新川 月５日 名蓋川 月 日

五福谷川 月５日 照越川 月 日

高倉川 月８日 荒川 月 日

半田川 月４日 熊谷川 月 日

斎川 月８日 瀬峰川 月 日

砂押川 月 日 石貝川 月 日

身洗川 月 日 富士川 月 日

小西川 月 日 水沼川 月 日

（令和２年３月 日，令和元年台風第 号及び 月 日低気圧による災害に係る被害状況等について，宮城県記者発表資料）
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第２章 初動対応と活動状況 

 
第１節 県の初動対応及び活動状況 

１ 県災害対策本部の設置

本部事務局設置前の動き

○ 被害の状況や動き

災害対策基本法第４条には，県の責務として防災に関する計画の作成及びその実施のほか，

市町村及び指定地方公共機関との総合調整などが規定されている。また，震災対策推進条例に

基づき，震災対策に関する啓発活動等，自主防災組織に関する支援及び防災訓練の実施などの

予防対策を講じてきた。

○ 対応

イ 県民への注意喚起

台風が接近する２日前から，県ホームページや防災・危機管理ブログにより，不要な外出

の自粛や台風への備えなどについて，複数回注意喚起を行った。

ロ 情報連絡員会議

月 日から 日にかけ，各部局防災主管課による情報連絡員会議を複数回開催し，危機

対策課における事前配備，各部局における警戒体制の構築，台風接近事前後に予定されてい

る各種イベント主催者に対する注意喚起及び知事をトップとする「災害対策連絡調整会議」

の開催などについて情報共有を行った。

ハ 初動派遣職員

月 日及び 日，危機管理監から各地方支部・地域部に対し，市町村への初動派遣職員

の派遣判断を速やかに行うこと，携行させる衛星携帯電話の動作確認を行うことについて，

複数回連絡した。

ニ 市町村

内閣府及び消防庁通知を活用するなどして，災害発生に備えた体制の構築や，適切な避難

勧告等の発令判断について複数回助言したほか，台風接近事前後に予定されている各市町村

が関係する各種イベント主催者に対する注意喚起の実施や気象庁が発表した台風に関する情

報の提供などを複数回行った。

ホ 及び防災行政無線

月 日，各保守管理委託に対し，設備トラブル発生時の迅速な対応と，それに向けた事

前の体制構築について依頼した。また， 日には，速やかな被害状況等の集約を図るため，

による各種報告（入力）環境を整えた。

ヘ 災害対策連絡調整会議

月 日 時より，知事をトップとし，国，自衛隊及びライフライン事業者が参加した

「災害対策連絡調整会議」を開催し，災害発生前後における国，県及び防災関係機関の連携

などについて確認した。また，気象庁から台風に係る解説を受けたほか，各機関による事前

の警戒体制構築などを促した。

ト 警戒配備体制

月 日 時より，管理職を含む危機対策課職員複数名が登庁の上，警戒配備体制を敷

 
第３節 被災者の避難状況

洪水や土砂災害によりほぼ全ての市町村において被害が発生した。各市町村における避難情報につい

ては，県内全ての市町村において警戒レベル４避難勧告が発令，また多くの市町村で警戒レベル４避難

指示（緊急）が発令された。さらに，仙台市，名取市及び丸森町では警戒レベル５災害発生情報が発令

された。

この避難情報発令に伴い，県内全ての市町村において指定避難所等が開設された。県内では最大

か所の避難所に 人が避難した。

発災から１か月後の 月 日には角田市，大崎市，丸森町及び大郷町の４市町において避難所の開

設が継続されており，避難所数が か所，避難者数が 人に減少となった。

その後， 月 日に丸森町内４か所の避難所閉鎖をもって，県内の避難所は全て閉鎖された。

表１－３－１ 市町村別の避難所開設状況

※各市町村における最大の開設避難所数及び避難者数を記載している。

※開設避難所数は，指定・臨時避難所は問わずに記載している。

※宮城県総合防災情報システム（ ）（以下，「 」という。）で県に報告された情報及び市町

村アンケート内容を計上している。 

 

種別

市町村

避難所数

（箇所）

避難者数

（人）

種別

市町村

避難所数

（箇所）

避難者数

（人）

仙台市 柴田町

石巻市 川崎町

塩竈市 丸森町

気仙沼市 亘理町

白石市 山元町

名取市 松島町

角田市 七ヶ浜町

多賀城市 利府町

岩沼市 大和町

登米市 大郷町

栗原市 大衡村

東松島市 色麻町

大崎市 加美町

富谷市 涌谷町

蔵王町 美里町

七ヶ宿町 女川町

大河原町 南三陸町

村田町 合計
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